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　「月極駐車場」という言葉は皆さんご存知でしょう。この日本人にとってご

く普通な言葉は私にとっては笑い話になりました。なぜかというと、「月極」

を駐車場の会社の名前だと思っていたからです。日本に来たばかりのころ、

徳島でよく「月極駐車場」の看板を見て、とても大きい会社だと思いました。

また、東京や大阪などに行って、そちらでもあちこち「月極駐車場」の看板

が見えるから、びっくりしました。徳島に帰って「月極駐車場はすごく大きな

会社ですよね。日本全国にあちこち支店があるなんて」と日本人の友達に

言ったら、笑われました。「月極駐車場というのは一か月にいくらと決めて契

約する駐車場のことで、会社の名前ではないよ」と教えてもらって、なるほ

どという感じで、やっと正しい意味が分かりました。 

　やはり日本に来たばかりのころ、ある授業の終わる時、又私にびっくりした

ことがありました。数人の日本人の学生は私に「お疲れ様でした」と言った

のです。日本人からすると、皆で一緒に何かをやったら互いに「お疲れ様で

した」と言うのは当たり前なことですが、私は不思議に感じてしまいました。

なぜかというと、中国語の「お疲れ様でした」というのは、普通は本当に苦労

して何をやった後、立場が違う人からいう言葉なのです。例えば、学生たち

が運動会の時に一生懸命頑張った後、先生は学生たちに「お疲れ様でした」

というものです。学生も普通「いいえ、たいした苦労ではありません」と答

えるべきです。学生同士の間に「お疲れ様でした」とは言いません。また、

授業を受けるようないつもやっていることなら、たとえ先生でも普通「お疲

れ様でした」と言わないのです。その日本人の学生に「お疲れ様でした」と

言われた後、「いいえ、大丈夫です。疲れていません」と答えたと覚えてい

ますが、今考えたら、かえって向こうのほうがおかしく思われたはずでしょう。 

　本当のことを言うと、私は今度の留学の前に、一度も日本に来たことがな

かったのですが、すでに中国で１０年間の日本語を勉強してきました。「月極

駐車場」や、「お疲れ様でした」のような日本でよく使われている簡単な言

葉の意味がわからないはずがありません。やはり中国で使うチャンスがない

から、いくら簡単でも本当の意味がわからない可能性があります。本当にた

だ日本語の勉強のみからみても、日本に来てよかったです。昔の基礎の上で、

更に全面的で細かいところまで日本語が習えてよかったです。これからも、

専攻の勉強はもちろん、日本語勉強の面でも、以上のような盲点を減らすた

めに頑張り続けたいと思っています。 

　２００４年１０月より米国テキサス州ヒュー

ストンのイラー医科大学外科学人工臓器

開発センター、能勢之彦教授（７３歳）の研

究室で、講師として血液浄化の研究をし

ています。私が渡米したのは、日本人に適

した人工心臓を開発する１０年間のＮＥＤ

Ｏプロジェクトの追い込み時期でした。一

頭数百万円かかる仔牛を使った長期生存

実験の手術を月に数回行い、医局横の牛

用ＩＣＵで飼育し、毎朝、全員で世話（トレッ

ドミルなど）をしていました。 

　能勢先生は、世界で初めて血液透析を

行ったＤｒ． Ｋｏｌｆｆの弟子でもあり、多くの

血液浄化フィルタを開発してきました。現

在、私の属する血液浄化グループの大き

なテーマは、人工心臓と血液浄化の融合

治療を行うことです。病原物質を積極的

に除去する安全な血液浄化法について様々

な点から検討しています。また、これ以外

に何でもやっていいよと言われ、血液浄

化と人工心臓のモニタリング技術や新し

い補液バッグの開発も行っています。 

　こちらに来て思うのは、世界一と接する

機会が本当に多いということです。テキ

サスメディカルセンターは病院を備えた

世界有数の研究施設群です。また、ＮＡＳ

Ａの宇宙航空研究開発機構（JAXA)との

間で行っている侍フォーラムでは、２月か

らチェアーマンを仰せつかり、宇宙開発と

いう最先端の分野との異業種交流を行っ

ています。さらに、自宅から車で１０分のと

ころにあるウエストサイドテニスクラブに

家族で通い、マッケンローが練習したコ

ートでテニスをし、世界一のプレーヤー

の試合を見ることができました。 

　５月にドイツで開催された第５回世界ア

フェレーシス（血液浄化）学会では、能勢

先生がグラントの関係で参加できず、代

わりに理事会に参加し、自分の発表以外

に能勢先生のワークショップの発表もさ

せていただきました。また、「この機会に

ドイツのトップクラスの病院を見てきなさ

い。」と言われ、世界アフェレーシス学会

会長のＤｒ． Ｂｏｓｃｈに連絡をとってくれ、

会長自らがミュンヘン大学病院の血液浄

化部門を案内してくれました。いろいろ

な意味で本当に勉強になりました。また、

「人工臓器の父」と呼ばれる能勢先生の

すごさを改めて知った学会でもありました。 

　しかし、こちらに来て一番感動したのは

能勢研究室の暖かい雰囲気です。空港の

送り迎えはもちろんのこと、高速道路でエ

ンストした際は医局長が駆けつけてくれま

した。また、能勢先生ご夫妻がよく自宅へ

招待をしてくれます。Ｊｕｌｉｅ、大久保先生、

尾田先生をはじめ研究室のメンバーも細

やかな心遣いをしてくれます。徳島大学の

寺嶋先生や親友の森田先生が訪れた際に

も大歓迎をしてくれました。おかげで私の

家族もアメリカ生活を堪能し、楽しい思い

出と沢山の友達を作ることができました。 

　能勢先生の座右の銘は「無限」です。

無限にもいろいろな段階があって、最終

は人とのつながりです。「君がどんな人と

一緒に仕事をしたかによって君の価値が

決まるぞ。自信を持って、世界一の仕事を

しなさい。」といつも言われます。何歳に

なっても、夢と情熱と強い意志を持ち、私

利私欲に走らず、楽しみながら仕事をして

いる姿からは、いろいろなことを教わりま

す。このようなすばらしい先生のところで

研究ができ、本当に感謝しております。今

回の留学の合言葉は、「Enjoy! Aggres-

sive Creation」です。独自の花が咲か

せるように、自信を持って頑張ります。 
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